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７
月
23
日
、
神
田
キ
ャ
ン

パ
ス
で
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
メ
デ
ィ
ア
の
本
分
、
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ズ
ム
の
力
」
が
開
催

さ
れ
た
。
日
本
ペ
ン
ク
ラ
ブ

と
の
共
催
。
Ｔ
Ｂ
Ｓ
の
特
別

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
を
務
め
る

岸
井
成
格
毎
日
新
聞
特
別
編

集
委
員
ら
が
、
言
論
の
自
由

と
そ
れ
を
支
え
る
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ズ
ム
の
役
割
を
議
論
。
約

３
０
０
人
が
集
ま
っ
た
。

　
作
家
の
浅
田
次
郎
日
本
ペ

ン
ク
ラ
ブ
会
長
は
、
第
二
次

世
界
大
戦
中
「
従
軍
ペ
ン
部

隊
」
の
名
で
流
行
作
家
が
戦

線
に
派
遣
さ
れ
、
戦
意
高
揚

の
た
め
に
ペ
ン
を
握
っ
た
歴

史
を
、「
日
本
文
学
史
上
の

汚
点
」
と
語
っ
た
。

　
フ
ロ
ア
か
ら
東
海
テ
レ
ビ

放
送
（
名
古
屋
市
）
の
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
、
阿
武
野
勝
彦

さ
ん
が
発
言
。
名
張
毒
ぶ
ど

う
酒
事
件
の
奥
西
勝
元
死
刑

囚
（
昨
年
89
歳
で
獄
死
）
を

取
り
上
げ
た
『
約
束
』
な

ど
、
テ
レ
ビ
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
を
劇
場
公
開
す
る
試
み

を
数
々
展
開
し
て
い
る
阿
武

野
さ
ん
は
「
小
さ
な
挑
戦
か

も
し
れ
な
い
が
、
権
力
の
意

向
を
忖そ

ん

度た
く

す
る
よ
う
な
表
現

姿
勢
を
打
ち
破
り
た
い
」
と

意
欲
を
表
し
た
。

　
岸
井
氏
は
今
回
の
参
院
選

で
テ
レ
ビ
の
報
道
時
間
が
短

か
っ
た
こ
と
に
触
れ
「
憲
法

改
正
と
い
う
争
点
が
隠
れ
て

し
ま
っ
た
」
と
指
摘
。「
日

本
も
世
界
も
歴
史
的
な
激
動

期
に
入
っ
た
。
時
代
認
識
を

敏
感
に
と
ら
え
、
人
間
の
良

識
を
基
本
に
真
実
を
伝
え
る

と
と
も
に
、
権
力
を
監
視
す

る
の
が
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の

役
目
。
社
会
と
危
機
感
を
共

有
す
る
こ
と
が
大
事
だ
。
言

論
の
自
由
を
守
る
た
め
に
決

意
を
新
た
に
し
て
い
る
」
と

結
ん
だ
。

　
ほ
か
に
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ

ン
作
家
の
吉
岡
忍
氏
も
参

加
。
進
行
は
山
田
健
太
文
学

部
教
授
が
務
め
た
。

　
震
災
を
風
化
し
て
は
な
ら

な
い
｜
｜
。
東
日
本
大
震
災

（
２
０
１
１
年
）
と
阪
神
・

淡
路
大
震
災
（
１
９
９
５

年
）
の
復
興
過
程
や
現
地
の

人
々
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た

記
録
の
展
示
会
「
被
災
経
験

者
の
語
り
｜
｜
大
学
生
が
歩

い
た
被
災
地
『
東
日
本
』
と

『
阪
神
』
の
記
憶
」
が
８
月

４
日
か
ら
６
日
ま
で
サ
テ
ラ

イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ

れ
た
。

　
人
間
科
学
部
（
２
０
０
９

年
度
ま
で
文
学
部
）
社
会
学

科
の
社
会
調
査
実
習
で
の
調

査
レ
ポ
ー
ト
を
パ
ネ
ル
で
展

示
。「
東
日
本
」
は
宮
城
県
気

仙
沼
市
、
同
県
石
巻
市
、
岩

手
県
陸
前
高
田
市
な
ど
で
12

年
か
ら
４
年
間
、「
阪
神
」

は
神
戸
市
長
田
区
で
06
年
か

ら
10
年
間
、
学
生
延
べ
１
５

０
人
が
聞
き
取
り
調
査
を
行

っ
た
。

　
神
戸
を
訪
ね
た
秋
山
奨
さ

ん
（
４
年
次
）
は
「
現
地
で

は
ま
だ
課
題
を
抱
え
て
い
る

と
感
じ
た
。
震
災
は
過
去
の

話
で
は
な
い
」と
強
調
す
る
。

　
川
井
梨
央
さ
ん
（
４
年

次
）
は
「
気
仙
沼
市
な
ど
で

葬
祭
業
者
さ
ん
か
ら
話
を
聞

い
た
際
、『
一
生
懸
命
に
生

き
て
ね
』
と
声
を
か
け
ら
れ

心
に
響
い
た
。
死
の
最
前
線

に
い
た
方
の
言
葉
か
ら
、
生

き
る
こ
と
の
大
切
さ
を
強
く

受
け
止
め
た
」
と
言
う
。

　
会
場
に
は
20
年
間
の
神
戸

市
の
「
定
点
観
測
写
真
集
」

掲
示
や
、
気
仙
沼
市
に
向
け

て
の
「
応
援
パ
ネ
ル
」
も
用

意
。
来
場
者
に
メ
ッ
セ
ー
ジ

の
書
き
込
み
を
呼
び
掛
け

た
。

　
６
日
に
は
公
開
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
が
行
わ
れ
た
。
学
生
５

人
が
発
表
し
た
後
、
気
仙
沼

市
職
員
の
菊
田
隆
二
さ
ん
が

自
身
の
体
験
を
も
と
に
来
場

者
の
質
問
に
答
え
る
形
で
約

１
時
間
講
演
。
社
会
調
査
実

習
を
担
当
し
た
嶋
根
克
己
、

大
矢
根
淳
両
教
授
を
交
え
て

の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
も
あ

っ
た
。

　
伊
能
忠
敬
（
１
７
４
５
〜

１
８
１
８
）
が
足
を
運
ん
で

測
っ
た
津
々
浦
々
を
体
感
し

よ
う
｜
｜
。
伊
能
が
約
２
０

０
年
前
に
作
製
し
た
「
大
日

本
沿
海
輿よ

地ち

全
図
」
の
復
元

図
（
千
葉
県
香
取
市
伊
能
忠

敬
記
念
館
所
蔵
）
が
８
月

６
、
７
の
両
日
、
生
田
キ
ャ

ン
パ
ス
で
展
示
さ
れ
、
約
１

０
０
０
人
が
来
場
し
た

１

面
に
写
真
。

　
日
本
列
島
を
２
１
４
枚
で

表
す
大
図
（
縮
尺
３
万
６
０

０
０
分
の
１
）
は
１
枚
が
畳

大
。
展
示
場
所
の
第
１
体
育

館
に
は
収
ま
り
き
ら
ず
、
北

海
道
部
分
は
９
号
館
ア
ト
リ

ウ
ム
に
分
け
て
置
か
れ
た
。

　
千
葉
県
佐
原
（
現
香
取

市
）
で
醸
造
業
な
ど
を
営
ん

で
い
た
伊
能
は
隠
居
後
、
50

歳
で
天
文
学
を
学
び
、
17
年

か
け
て
全
国
約
４
万
㌔
を
歩

い
て
初
の
実
測
に
よ
る
日
本

全
図
を
完
成
、
今
日
の
日
本

地
図
の
基
礎
と
な
っ
た
。
そ

の
偉
業
を
伝
え
よ
う
と
文
学

部
環
境
地
理
学
科
が
一
般
公

開
を
企
画
し
た
。

　
床
に
敷
き
詰
め
た
復
元
図

の
上
を
、
靴
を
脱
い
で
歩
け

る
。
精
密
な
測
量
に
基
づ
い

た
当
時
の
日
本
の
地
形
や
地

名
が
つ
づ
ら
れ
て
お
り
、
来

場
し
た
高
校
生
ら
は
顔
を
地

図
に
近
づ
け
て
「
故
郷
が
あ

っ
た
」「
富
士
山
を
見
つ
け

た
」
と
声
を
あ
げ
て
い
た
。

　
熊
木
洋
太
教
授
（
地
図

学
）
は
「
距
離
と
方
角
の
測

量
を
綿
密
に
粘
り
強
く
繰
り

返
し
た
こ
と
で
正

確
な
地
図
を
生
み

出
し
た
。
自
ら
歩

い
た
所
の
み
が
地

図
に
記
さ
れ
て
お

り
、
伝
聞
に
は
頼

ら
な
い
科
学
的
見

地
を
持
っ
た
人
物

で
あ
る
こ
と
が
分

か
る
」
と
伊
能
の

人
物
像
と
業
績
を

語
っ
た
。

　
６
日
に
は
「
伊

能
忠
敬
の
地
図
と
近
代
日
本

の
夜
明
け
」
を
テ
ー
マ
に
国

立
歴
史
民
俗
博
物
館
の
青
山

宏
夫
副
館
長
・
教
授
、
熊
木

教
授
ら
４
人
に
よ
る
講
演
会

が
あ
り
、
日
本
地
図
の
歩

み
、
伊
能
の
測
量
法
、
歴
史

上
の
背
景
な
ど
か
ら
伊
能
図

の
現
代
的
意
義
に
迫
っ
た
。

　「
日
本
の
戦
後
発
展
は
、

グ
ア
テ
マ
ラ
の
手
本
に
な

る
」。
国
際
協
力
機
構
（
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
）
の
日
本
研
修
事
業

で
来
日
し
て
い
る
中
米
グ
ア

テ
マ
ラ
の
市
長
ら
地
方
行
政

の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
が
、
７
月

21
日
、
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
を

訪
れ
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
農
村
開
発

支
援
委
員
な
ど
を
務
め
る
狐

崎
知
己
経
済
学
部
教
授
（
中

南
米
の
地
域
、
経
済
）
の
講

義
な
ど
研
修
を
受
け
た
。

　
一
行
は
同
国
の
ウ
ス
パ
ン

タ
ン
市
な
ど
４
市
の
市
長
と

市
議
、
生
活
改
良
普
及
員
、

大
統
領
府
職
員
ら
20
代
か
ら

50
代
ま
で
の
男
女
17
人
。
戦

後
日
本
の
農
山
村
で
、
家
庭

管
理
、
保
健
衛
生
、
衣
食
住

な
ど
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
の
近

代
化
を
促
進
し
重
要
な
役
割

を
果
た
し
た
生
活
改
善
活
動

の
考
え
方
や
手
法
を
学
び
、

グ
ア
テ
マ
ラ
の
農
山
村
の
活

性
化
に
つ
な
げ
て
も
ら
お
う

と
、
７
月
17
日
か
ら
30
日
ま

で
研
修
が
行
わ
れ
、
長
野
県

松
川
町
な
ど
を
訪
れ
た
。

　
21
日
、
狐
崎
教
授
は
「
日

本
の
生
活
改
善
の
経
験
が
中

米
カ
リ
ブ
地
域
農
村
に
示
唆

す
る
こ
と
」
を
テ
ー
マ
に
、

コ
ス
タ
リ
カ
を
例
に
約
４
時

間
に
わ
た
っ
て
ス
ペ
イ
ン
語

で
講
義
。「
援
助
を
待
つ
の

で
は
な
く
自
ら
の
意
識
改
革

を
通
し
て
身
の
回
り
の
資
源

を
活
用
し
た
改
善
活
動
は
、

厳
し
い
環
境
下
に
お
い
て
も

有
用
だ
」
と
語
っ
た
。
学
生

食
堂
で
の
昼
食
、
近
隣
の
川

崎
市
日
本
民
家
園
の
見
学
を

は
さ
み
、
専
大
生
や
地
域
住

民
と
も
交
流
し
た
。
８
月
末

か
ら
メ
キ
シ
コ
に
留
学
す
る

道
満
繭
華
さ
ん
（
経
済
３
）

前
号
に
記
事

も
一
行
の

研
修
教
室
に
顔
を
出
し
ス
ペ

イ
ン
語
で
自
己
紹
介
、
盛
ん

な
拍
手
を
浴
び
た
。

　
ウ
ニ
オ
ン
・
カ
ン
テ
ィ
ニ

ル
市
長
の
フ
ア
レ
ス
　
マ
サ

リ
エ
ゴ
　
ア
ウ
グ
ス
ト
　
レ

ネ
さ
ん
（
52
歳
）
は
「
日
本

の
人
々
は
食
事
や
歩
く
速
度

な
ど
リ
ズ
ム
は
速
い
」
と
驚

き
の
表
情
を
見
せ
た
後
、

「
日
本
は
戦
禍
を
乗
り
越
え

て
発
展
を
遂
げ
て
き
た
が
、

農
山
村
で
の
改
善
が
支
え
に

な
っ
て
日
本
の
成
長
が
始
ま

っ
た
と
思
う
。
生
活
改
善
が

ど
の
よ
う
に
導
入
さ
れ
た
か

を
学
び
、
本
国
に
持
ち
帰
り

た
い
」と
意
欲
を
燃
や
し
た
。

　
大
統
領
府
企
画
庁
の
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
・
評
価
分
析
官

の
コ
ン
デ
　
ト
レ
ド
　
リ
ヒ

ア
　
ガ
ブ
リ
エ
ラ
さ
ん
（
31

歳
）
は
「
一
人
の
意
識
・
行

動
が
変
わ
れ
ば
、
周
り
も
変

わ
る
と
い
う
狐
崎
先
生
の
話

に
感
銘
を
受
け
た
。
グ
ア
テ

マ
ラ
の
農
山
村
の
最
大
の
課

題
は
栄
養
不
足
な
ど
の
健
康

問
題
。
そ
の
改
善
に
努
め
た

い
」
と
話
し
た
。

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
中
南
米
を
対

象
と
し
た
日
本
研
修
事
業

は
、
地
方
行
政
強
化
、
民
主

化
定
着
な
ど
を
テ
ー
マ
に
２

０
０
５
年
グ
ア
テ
マ
ラ
国
別

特
設
研
修
が
ス
タ
ー
ト
。
そ

の
成
果
は
、
中
南
米
13
カ
国

を
対
象
に
し
た
大
規
模
な
研

修
に
拡
大
。
毎
年
２
回
行
わ

れ
、
研
修
生
は
総
勢
２
３
０

人
に
の
ぼ
る
。
狐
崎
教
授

は
、
第
１
回
か
ら
講
義
を
受

け
持
ち
12
年
に
わ
た
る
研
修

の
要
を
担
っ
て
き
た
。

　
グ
ア
テ
マ
ラ
の
ほ
か
エ
ル

サ
ル
バ
ド
ル
や
コ
ロ
ン
ビ
ア

な
ど
内
戦
を
経
験
し
た
諸
国

の
和
平
復
興
に
日
本
の
経
験

が
制
度
的
に
採
用
さ
れ
る
な

ど
成
果
を
出
し
て
い
る
。
グ

ア
テ
マ
ラ
の
国
別
特
設
研
修

は
、
当
初
の
３
年
と
昨
年
今

年
の
計
５
回
で
終
了
す
る
。

左
か
ら
司
会
の
山
田
教

授
、
発
言
す
る
岸
井
、

吉
岡
、
浅
田
の
各
氏

熱
心
に
地
図
を
見
る
学
生

公開シンポを前に打ち合わせをする

学生たち（サテライトキャンパス）

講義を受けるグアテマ

ラのリーダーたち

川崎市岡本太郎美術館にある

「母の塔」の前で

　
文
学
部
は
50
周
年
記
念
企
画
と
し
て
公
開
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
「
メ
デ
ィ
ア
の
本
分
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ

ム
の
力
」
や
展
示
会
を
開
催
し
た
。
学
生
や
市
民

多
数
が
訪
れ
た
。

岸井氏ら講演

公開シンポ「メディアの本分、ジャーナリズムの力」

東
日
本
、
阪
神
を
歩
い
た

学
生
た
ち
の
記
録
を
展
示

「
被
災
経
験
者
の
語
り
」

講演する熊木教授

伊
能
忠
敬
の
偉
業
を
展
示

「
大
日
本
沿
海
輿
地
全
図
」復
元
図

グアテマラの市長ら研修
 生田 狐崎教授講義 学生と交流も


